
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
静岡県立大学短期大学部 学生部長 菊地篤子 

 
 

静岡女子短期大学・静岡県立大学短期大学部同窓会の皆様におかれましては、 

ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

2026年度学生部長の菊地篤子と申します。 

私は2025年度より短期大学部こども学科に着任し、「保育内容総論」「保育者論」「教育課程・保育計画論」

等を担当しております。誠実で熱心な学生が多く、学修にふさわしい授業環境を学生自ら整えてくれるため、毎

回私自身も授業を楽しみながら取り組んでおります。 

これまで私は県外の大学で保育者養成に携わってまいりましたが、縁あって生まれ育った静岡県の本学に勤

務することとなり、地域に恩返ししたいという思いがこれまで以上に強くなりました。18歳人口の減少、全国

各地での大学の募集停止、若年層の県外流出など、大学を取り巻く状況は厳しさを増しています。本学も多方

面に課題を抱え、その内容は年々変化し続けています。しかし、こうした大学の事情を学生が気にすることな

く、充実した学生生活を送り、夢や目標に向かって邁進できる環境を整えることこそ、私たち教職員の役割であ

ると考えています。 

ところで、同窓生の皆様にとって学生時代の思い出とはどのようなものでしょうか。授業、実習、アルバイト、

クラブ・サークル活動、友人との時間、通学途中の何気ない出来事など、心に浮かぶ場面は人それぞれだと思い

ます。そして、当時は思い出になるとは想像していなかった場面が、後になって大切な記憶としてよみがえるこ

ともあります。 

私自身も先日、大学時代の友人らと語り合う機会がありました。同じ出来事でも覚えている場面や捉え方が

人によって異なり、その違いに驚いたり感心したりしながら、互いの記憶を重ね合わせることで当時の情景が

より鮮やかに蘇るとともに、思い出を一層豊かにすることができました。また、その語らいは、今の私にとって

大きな活力となりました。 

本学の学生は、各学科で国家資格取得を目指し、専門的な学びに励んでいます。濃密な学生生活の中で、同

じ目標を持つ仲間と出会い、励まし合いながら共に学び合う経験は、将来振り返ったときにかけがえのない財

産となるはずです。学生たちが、今ともに過ごす仲間との時間を大切にし、未来の自分を支える思い出を育ん

でほしいと願っております。 
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 盛夏の候、会員の皆様におかれましては、ますますのご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は同窓会活動に多大なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、連日厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。今年度は、これまでの年 1

回の発行を年２回へと変更し、同窓会の情報や母校の近況をいち早くお届けすることといたしました。

会員の皆様に母校とのつながりをより身近に感じていただける機会となれば幸いです。 

今年度もよろしくお願いいたします。 



  

  

 

同窓会では、活動を共に盛り上げてくれ

る仲間を随時募集しています！ 

同窓会の活動に興味がある方は、同窓会

事務局までご連絡ください。 

平野愛子  歯科衛生学科 令和７年度卒業 

現在東京歯科大学短期大学専攻科に進学し、歯科衛生士としてさらに学びを深めています。 

専攻科では、後輩への指導や卒業研究に加え、セミナーや学会への参加などもあり、忙しくも充実した

日々を過ごしています。衛生士の資格を取得した上で学んでいるため、より実践的な授業や実習を受ける

機会も多く、毎日多くの刺激を受けながら成長できていると感じています。 

同窓会役員として、卒業生同士や在校生とのつながりを大切にしながら、皆さまのお役に立てるよう努

めてまいります。 

五十嵐まこと  こども学科 令和７年度卒業 

現在は静岡市の公立こども園で、保育教諭として働いています。1 歳児の担任として、県短での学びを

活かしながら、日々子どもたちの成長を見守り、可愛い姿に元気をもらっています。子どもを 1 人の人

間として尊重できるような保育を心がけていきたいと考えています。 

 これから同窓会役員として、卒業生が安心し、なんでも話し合える温かい活動をしたいです。 

会 長 ：劉  瑛 哲 

副会長：鈴木 彩花 

茂津目まなみ  こども学科 令和７年度卒業 

現在は静岡市の私立こども園で 4 歳児の担任をしています。元気いっぱいの子どもたちと一緒に成長し

ていけるよう、日々保育に励んでいます。初めてのことも多く、毎日が挑戦と学びの連続ですが、子ども

たちの笑顔や成長にやりがいを感じながら楽しく頑張っています。 

 同窓会役員として、卒業生にとって懐かしく温かい時間を過ごせる場をつくれるよう努めていきたいと

思います。 

宮木優多 社会福祉学科介護福祉専攻 令和 7 年度卒業 

現在は特別養護老人ホームに就職し、介護福祉士として働いています。ご利用者一人ひとりに寄り添 

い、安心して生活していただけるよう日々介護に取り組んでいます。 

 仕事では、短期大学で学んだ知識や技術を活かしながら、多くの経験を積み、一人の介護福祉士として 

成長できるよう努力しています。また、ご利用者との関わりを通して介護の奥深さややりがいを感じなが 

ら働いています。 

これからも初心を忘れず、ご利用者やご家族から信頼される介護福祉士を目指して頑張っていきます。

よろしくお願いいたします。 



 

【同窓会名簿の更新について】 

 同窓会では、会員相互の親睦を図り、母校発展のために寄与することを目的とし、毎年総会やホー

ムカミングデイの開催、同窓会だよりの発行等の活動を行っています。各種ご案内につきましては、

会員の皆様が在校時に登録していた情報に基づいて行っているところですが、卒業後の住所やメール

アドレスの変更により、多くの会員に十分な連絡ができていない状況が続いています。 

 そこで同窓会名簿の更新をお願いしたく、会員の皆様には現在の住所、連絡先等について、静岡県

立大学短期大学部ホームページ内の「同窓会送信フォーム」より名簿の更新をお願いいたします。 

なお、卒業後在校時の情報から変更のない方も、改めてご登録をお願いいたします。 

 

http://req.qubo.jp/u_shizuoka/form/bXOviS2G 

〇本件に関するお問い合わせ 

担 当 ：静岡県立大学短期大学部同窓会事務局 

電 話 ：054(202)2611 

メール：tandoso@u-shizuoka-ken-ac.jp 

寄付金口座のご案内 

同窓会では寄付講座を開設しています。 

ご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

銀 行 名 ／スルガ銀行 

支 店 名 ／静岡東支店 

店 番 号 ／725 

口座番号／3252720 

預金番号／普通預金 

講 座 名 ／橘花会（タチバナカイ） 

～同窓会だより第１５号をお届けします～ 

 今年度の同窓会だよりは、“県短や同窓会の今”を

よりスピード感をもってお届けできるよう、２回に

分けて発行する予定です。次回も皆様が身近に県短

を感じられるよう精進してまいります。（増水真帆） 

同窓会だよりでは。会員の皆様からの情報を広く

募集しています。掲載希望の方は、同窓会事務局ま

でご連絡ください。 

連絡先（mail）tandoso@u-shizuoka-ken-ac.jp 

 

今年もホームカミングデイを開催します！ 

日時：令和８年１１月８日（日）１２：００～１３：３０ 

詳細は、９月頃案内をメールにてお知らせ致します。 

学生時代を過ごした県短で、先生方や旧友と楽しい時間を

過ごしたいと思います。ぜひお越しください。 

昨年度同窓会より、学生の支援として 

【水のうのジョイント金具一式】を寄附しました。 

数年前の大雨による浸水を踏まえ、令和 5 年度に水のう

とホースを寄贈し備えてありますが、水道と水のうを繋ぐ 

ジョイント金具がなかったため、同窓会で寄附をしました。 

これにより大雨による浸水を防ぐことができます。 

今後も皆様からお預かりした会費を、母校への有意義な 

寄贈・支援へと繋げてまいります。 

http://req.qubo.jp/u_shizuoka/form/bXOviS2G

